
平池公園夏のフェスティバル　

　7月16日に大賀ハスやスイレンが
咲く平池公園（加東市東古瀬）で第
29回平池公園夏のフェスティバルが
開催され、約60の夜店が軒を連ね、
総おどりや各種催し、花火大会が行
われた。
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6月定例会

被災地へ贈った普通トラック

平成23年度　補正予算（専決処分） （単位：千円）

会計種別

一般会計
（ 1 号 ）

補正額

15,975 

補正後の額

17,160,975

　　　　　　　　主　な　内　容

・震災派遣職員時間外勤務手当2,500千円の増
・震災派遣普通旅費7,095千円の増
・震災支援活動用車輌購入費4,617千円の増

平成23年度　補正予算 （単位：千円）

会計種別

一般会計
（ 2 号 ）

補正額

 

61,781

補正後の額

17,222,756

　　　　　　　　主　な　内　容

・こども医療費助成システム改修委託料2,999千円の増
・こども医療給付費4,315千円の増
・有害鳥獣侵入防止柵購入費24,000千円の増
・ため池等整備工事費18,100千円の増
・ため池改修設計委託料3,900千円の増 
・交流保養館空調設備工事費3,675千円の増
・震災派遣普通旅費1,258千円の増
・震災支援物資購入費1,000千円の増

 
専
決
処
分

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支

援
の
た
め
引
き
続
き
、
派
遣
に

係
る
人
件
費
や
普
通
ト
ラ
ッ
ク

（
３
台
）
等
支
援
物
資
の
購
入

に
関
し
て
緊
急
を
要
し
、
議
会

を
召
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な

い
た
め
、
必
要
経
費
１
５
９
７

万
５
千
円
の
一
般
会
計
補
正
予

算
を
専
決
処
分
し
議
会
の
承
認

を
得
る
。

全
会
一
致
で
承
認

　
報
　
告

■
繰
越
計
算
書

　
平
成

２２
年
度
各
会
計
予
算
を

平
成

２３
年
度
へ
繰
り
越
し
た
た

め
、
繰
越
計
算
書
の
報
告
を
受

け
た
。

◇
一
般
会
計
＝
市
立
中
学
校
教

　
室
の
空
調
設
備
工
事
費
他

１９

　
事
業
で
総
額
３
億
４
８
５
万

　
８
千
円

◇
水
道
会
計
＝
集
中
監
視
親
局

　
整
備
工
事
他
２
事
業
で
総
額

　
１
億
６
５
９
６
万
円

◇
下
水
道
会
計
＝
河
高
・
高
岡

　
汚
水
管
整
備
工
事
他
２
事
業

　
で
総
額
６
７
７
５
万
２
千
円

◇
病
院
会
計
＝
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　
施
設
更
新
工
事
の
１
７
０
４

　
万
２
千
円

■
経
営
状
況

　（
財
）
加
東
文
化
振
興
財
団

及
び
（
株
）
夢
街
人
と
う
じ
ょ

う
の
平
成

２２
年
度
の
経
営
状
況

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

（
Ｐ
５
参
照
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
概
要
）

◇
県
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
事

　
業
の
受
給
対
象
が

１０
月
よ
り

　
拡
大
さ
れ
る
た
め
、
必
要
と

　
な
る
事
務
処
理
費
用
と
給
付

　
費
を
追
加
す
る
。

◇
有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
、
市

　
が
購
入
す
る
侵
入
防
止
柵
を

　
実
施
地
区
に
提
供
し
自
力
施

　
工
に
よ
り
設
置
す
る
。（
延

　
長

１４
㎞
）

◇
県
が
新
設
し
た
緊
急
た
め
池

　
整
備
事
業
を
活
用
し
、
緊
急

　
度
の
高
い
池
の
改
修
工
事
費

　
を
追
加
す
る
。

◇
「
交
流
保
養
館
ぽ
か
ぽ
」
の

　
空
調
設
備
を
更
新
す
る
。

◇
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の

　
支
援
は
、
長
期
化
が
予
想
さ

　
れ
る
た
め
、
そ
の
必
要
経
費

　
等
を
追
加
す
る
。

全
会
一
致
で
可
決

２加東市 議会だより Ｎｏ.１８

　
第
３６
回
加
東
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
２
日
か
ら
２７
日
ま
で
２６
日
間
の
会
期
で
開
会
し
た
。

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
専
決
処
分
の
承
認
２
件
、
繰
越
計
算
書
及
び
経
営
状
況
の
報
告
６
件
、

平
成
２３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
、
財
産
取
得
の
６
議
案
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
た
。
ま
た
、
人
事
案
件
２
件
の
同
意
と
、
市
民
よ
り
提
出
さ
れ
た
請
願
１

件
を
採
択
し
た
。

　
１３
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
１１
名
の
議
員
が
市
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
た
。



  

条
例
改
正

◇
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

　
懸
案
で
あ
っ
た
資
産
割
を
廃

止
す
る
と
と
も
に
、
医
療
費
給

付
等
の
増
加
に
対
し
、
国
保
制

度
の
運
営
の
健
全
化
を
図
る
た

め
、
被
保
険
者
の
急
激
な
負
担

増
と
な
ら
な
い
こ
と
に
考
慮
し
、

税
率
、
賦
課
限
度
額
の
引
き
上

げ
を
行
う
改
正
案
。

　
こ
の
税
率
等
の
改
正
に
よ
り

年
間
約
３
７
０
０
万
円
（
被
保

険
者
一
人
当
た
り
平
均
約
４
千

円
）
の
増
額
と
な
る
。

【
問
】資
産
割
を
廃
止
し
た
そ
の

背
景
は
。

【
答
】資
産
割
は
、
こ
れ
ま
で
の

審
議
の
中
で
徐
々
に
下
げ
な
が

ら
平
成

２２
年
度
で
廃
止
す
る
方

向
で
あ
っ
た
が
、
景
気
の
低
迷

な
ど
か
ら
一
年
間
据
え
置
き
と

な
っ
た
。
そ
の
間
、
昨
年
度
に
、

応
能
・
応
益
同
等
の
負
担
割
合

を
廃
止
す
る
制
度
改
正
も
あ
り
、

今
年
度
よ
り
資
産
割
を
廃
止
し

た
。

【
問
】保
険
税
が
北
播
磨
の
中
で

一
番
高
い
要
因
は
何
か
。

【
答
】国
保
加
入
者
数
が
１
万
人

を
超
す
か
超
さ
な
い
か
で
、
補

助
金
等
の
算
定
基
準
が
違
う
こ

と
が
、
大
き
な
要
因
と
考
え
て

い
る
。

※
厚
生
常
任
委
員
会
へ
付
託

（
Ｐ
８
参
照
）

賛
成
多
数
で
可
決

◇
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
県
の
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事

業
に
合
わ
せ
、
小
学
校
４
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
の
通
院
医
療

費
の
自
己
負
担
を
３
割
か
ら
２

割
に
す
る
改
正
案
。

　
施
行
日
は
、
平
成

２３
年

１０
月

１
日
。

全
会
一
致
で
可
決

◇
臨
時
又
は
非
常
勤
の
嘱
託
員

等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
県
立
学
校
医
等
の
報
酬
額
（
基

本
給
）
の
改
定
に
伴
い
、
学
校

医
の
報
酬
額
を
年
額

２２
万
４
千

円
か
ら

２１
万
８
千
円
に
、
学
校

歯
科
医
の
報
酬
額
を
年
額

１７
万

７
千
円
か
ら

１７
万
２
千
円
に
引

き
下
げ
る
改
正
案
。

全
会
一
致
で
可
決

 

財
産
取
得

◇
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

等
購
入
の
件

　
１７
年
以
上
経
過
し
た
小
型
動

力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
３
台
（
畑

分
団
、
久
米
分
団
、
松
沢
分
団
）

及
び
積
載
車
１
台
（
上
鴨
川
分

団
）
を
更
新
す
る
。

制
限
付
一
般
競
争
入
札

　
１１
社
参
加

契
約
金
額

　
１
６
５
６
万
９
千
円

契
約
の
相
手
方

　（
有
）
岡
本
ポ
ン
プ

全
会
一
致
で
可
決

 

人
事
案
件

◇
加
東
市
監
査
委
員
の
選
任
に

同
意
を
求
め
る
案
件

　
高

橋

 

優

氏

（
久
米
）

賛
成
多
数
で
同
意

◇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同

意
を
求
め
る
案
件

　
藤

本

興

野

氏
（
岡
本
）

全
会
一
致
で
同
意

 

請
　
願

◇
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
住
民

説
明
会
開
催
に
関
す
る
請
願

【
請
願
理
由
】
新
庁
舎
建
設
に

関
し
て
、
住
民
へ
の
さ
ら
な
る

情
報
提
供
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
た
め
。

※
庁
舎
整
備
等
検
討
特
別
委
員

会
へ
付
託
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　（
Ｐ
９
参
照
）

全
会
一
致
で
採
択

３ 加東市 議会だより Ｎｏ.１８



※特産館、コンビニはレジ回数、レストランは実客数

■会社の概況■
(1) 発行済み株式の総数　 400株
(2) 株主数�       　　　6
(3) 株主と出資状況

４加東市 議会だより Ｎｏ.１８

  報　告� 

(株)夢街人とうじょうの経営状況
　道の駅とうじょうの指定管理者となって
いる「（株）夢街人とうじょう」の経営状況
について報告を受けた。

報
　
告�  

(

財)

加
東
文
化
振
興
財
団
の
経
営
状
況�             

　（
財
）
加
東
文
化
振
興
財
団
が
指
定
管
理
者
と
な
り
運
営
を
行
っ
て
い
る
「
や
し
ろ
国
際
学
習
塾
」

「
滝
野
文
化
会
館
」「
東
条
文
化
会
館
」
の
決
算
報
告
と
事
業
状
況
の
説
明
を
受
け
た
。

平成 22 年度 収 支 計 算 書
平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日まで

平成 22 年度 決算報告書（損益計算書）
平成 22 年 4 月 1 日から平成 23 年 3 月 31 日まで

■施設の利用状況■ 

科　　　　　　目 決 算 額 備　　　　考

Ⅰ　収入の部

　1 基本財産運用収入

　2 特定資産運用収入

　3 会費収入

　4 事業収入

　　　自主事業収入

　　　施設管理運営受託事業収入

　　　文化事業開催受託事業収入

　　　受講料収入

　　　参加費等その他事業収入

　5 補助金等収入

　6 雑収入

　7  基本財産取崩収入

　　　当期収入合計（A） 

　　　前期繰越収支差額

　　　収入合計（B） 

Ⅱ　支出の部

　1 イベント・セミナー等の開催事業費支出

　2 施設管理運営受託事業費支出

　3 管理費支出

　　当期支出合計（C）

　　当期収支差額（A）－（C）

　　次期繰越収支差額（B）－（C） 

�    

基本財産運用利息収入�    

特定資産運用利息収入�    

法人（10,000）7件   個人（1,500）820件

    

チケット売上収入�    

3館の指定管理料収入 （加東市より）    

文化事業開催委託料   （加東市より）    

音楽教室・バレエ受講料�    

木管コンクール・ベートーベン第9特別演奏会参加費

（財）地域創造補助金・木管コンクール協賛金

預金利息・コピー使用料・物販手数料等

    

    

    

    

    

イベント・セミナー等の開催事業費支出

人件費・修繕費・光熱費・委託料・通信運搬費

�    

8,993,750

113,800

1,300,000

133,576,869

13,518,700

80,651,169

27,000,000

7,233,000

5,174,000

2,080,000

411,784

85,008

146,561,211

22,097,818

168,659,029

 

54,460,822

82,623,368

413,390

137,497,580

9,063,631

31,161,449

施　設　名

やしろ国際学習塾
滝 野 文 化 会 館
東 条 文 化 会 館

加東市誕生とともに歩み、市民の皆さまに親しまれる地域に根ざした文化ホールを目指し、運営・管理を
続けている財団法人加東文化振興財団も、指定管理 2 期 2 年を迎える。

使用日数（回） 利用者数（人）
649  (657) 
336  (284) 
491  (556)

 29,806 (30,662) 
 21,510 (17,233) 
20,012 (20,349)

■平成22年度利用状況■ 
施 　 設 　 名 利用者数（人）営業日数

科　　　　目

【 売 　 　 上 　 　 高】
【 売 　 上 　 原 　 価】
　 期 首 棚 卸 高
　 仕 　 入 　 高
　 合 　 　 　 計
　 期 末 棚 卸 高
　　　　売 上 総 利 益

【販売費及び一般管理費】
　　　　営　業　利　益

【営　業　外　収　益】
　　受 　 取 　 利 　 息
　　雑 　 　 収 　 　 入
【営　業　外　費　用】
　　支払利息・割引料
　　雑 　 　 損 　 　 失
　　　　経　常　利　益

【特   別   損   失】
　　特  別  償  却
　　　　税引前当期純利益
　　　　法 人 税 等 充 当 額
　　　　当 期 純 利 益

�

2,953,061
119,611,928
122,564,989

2,897,871
 
 
 

 
61,197

2,328,120

 45
 9,015

 
 
  

1,530,000

�
176,351,877

119,667,118
 56,684,759

 55,475,257
 1,209,502

 2,389,317
 

  9,060
 3,589,759

 1,530,000
 2,059,759

 709,570
 1,350,189

金　　　　額

（単位：円）

（　）は昨年度値

( 単位：円 )

特　産　館

レストラン

コ ン ビ ニ

合　　　計

64,625

53,904

200,361

318,890

322(318)

362(361)

365(365)

（  65,761）

（  57,356）

（184,103）

（307,220）

株 　 主 　 名
持 株 数 持 株 比 率

出　資　状　況

加 東 市 �       

加 東 市 商 工 会 �       

みのり農業協同組合�       

兵庫県釣針協同組合�       

東 条 農 業 者 連 合 �       

有機栽培コスモス会

200

40

100

20

20

20

50.0% 

10.0%

25.0%

5.0%

5.0%

5.0%

（前年比 103.8％）

（　）は昨年度値

(平成23年3月31日現在)



５ 加東市 議会だより Ｎｏ.１８

第36回　加東市議会定例会議決結果一覧

◆全会一致で可決、同意、採択した議案

◆賛否の分かれた議案 〇・・賛成   ×・・反対

承認第2号…………専決処分の承認を求める件 (平成23年度加東市一般会計補正予算(第1号)) 
承認第3号…………専決処分の承認を求める件 (加東市税条例の一部を改正する条例制定) 

第44号議案

同 意 第 2 号

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

議
　
　
長

議
　
　
長

欠
　
　
席

×

○

○

○

○

○

○

×

○ ○

○

○

○

○

○

議 　 案

長
谷
川
幹
雄

石
井
　
雅
彦

岸
本
眞
知
子

石
井
　
正
敏

小
川
　
忠
市

小
紫
　
泰
良

磯
貝
　
邦
夫

藤
尾
　
　
潔

安
田
　
　
朗

長
谷
川
勝
己

藤
原
　
文
悟

桑
村
　
繁
則

丸
山
　
武
彦

山
本
　
通
廣

二
階
　
一
夫

井
上
　
茂
和

藤
田
　
靖
夫

志
方
　
　
勉

議 決 結 果

◆承認を求める件（全会一致で承認）

報告第1号…………平成22年度加東市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告の件�                   
報告第2号…………平成22年度加東市水道事業会計予算繰越計算書の報告の件�                   
報告第3号…………平成22年度加東市下水道事業会計予算繰越計算書の報告の件�                   
報告第4号…………平成22年度加東市病院事業会計予算繰越計算書の報告の件�                   
報告第5号…………財団法人加東文化振興財団の経営状況の報告の件�                   
報告第6号…………株式会社夢街人とうじょうの経営状況の報告の件

第41号議案…………平成23年度加東市一般会計補正予算 (第2号)                    
第42号議案…………加東市職員互助共済制度に関する条例及び加東市一般職の職員の給与に
　　　　　　　　　 関する条例の一部を改正する条例制定の件�                   
第43号議案…………加東市臨時又は非常勤の嘱託員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一
　　　　　　　　　 部を改正する条例制定の件�
第45号議案…………加東市福祉医療費助成に関する条例の一部を改正する条例制定の件�                   
第46号議案…………小型動力ポンプ付積載車等購入の件�                   
同意第3号…………人権擁護委員の推薦の件
請願第23－2号…… 新庁舎建設に関する住民説明会開催に関する請願

◆報告の件

加東市国民健康保険税条例の
一部を改正する条例制定の件

加東市監査委員の選任の件

賛 成 多 数
原 案 可 決

（賛16・反1 ）

賛 成 多 数
原 案 可 決

（賛15・反1 ）



委 員 会 報 告

地域情報センター内のモニター

加東遺産 安国寺本堂（新定）

　
６
月
３
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
所
管
事
務
調
査
を
行
っ
た
。

 
所
管
事
務
調
査

◆
テ
レ
ビ
大
阪
に
つ
い
て

　
企
画
部
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー

か
ら
再
送
信
の
た
め
の
説
明
を

受
け
た
。

 

経
　
過

　
平
成

２３
年
４
月

１５
日

　
総
務
省
へ
施
設
変
更
許
可
申

　
請

　
平
成

２３
年
４
月

２８
日

　
総
務
省
へ
業
務
開
始
変
更
届

　
提
出
、
同
日
受
理

　
平
成

２３
年
５
月

２２
日

　
テ
レ
ビ
大
阪
試
験
放
送
開
始

 

市
民
へ
の
周
知

　
５
月

２６
日
か
ら
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
の

方
法
を
掲
載
。

　
５
月

３０
日
か
ら
チ
ャ
ン
ネ
ル

設
定
の
方
法
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
番
組
で
お
知
ら
せ
。

　
市
広
報
か
と
う
７
月
号
で
チ

ャ
ン
ネ
ル
設
定
の
方
法
を
掲
載
。

■
６
月
１
日
か
ら
テ
レ
ビ
大
阪

の
本
放
送
開
始

【
問
】高
齢
者
の
方
へ
の
配
慮
は

さ
れ
て
い
る
か
。

【
答
】電
話
で
の
対
応
を
し
、
ま

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て

い
る
。
そ
れ
で
も
無
理
な
場
合

は
職
員
の
派
遣
を
検
討
し
て
い

く
。

◆
教
育
委
員
会
か
ら
平
成
２２
年

度
主
要
事
業
の
点
検
と
評
価
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

・
教
育
総
務
課

　
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
移
行

に
伴
い
、
理
科
・
数
学
・
外
国

語
・
武
道
・
和
楽
器
の
小
中
学

校
教
材
備
品
を
購
入
し
た
。
今

後
、
物
品
の
活
用
状
況
の
把
握

や
検
証
を
行
っ
て
い
く
。

　
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
工
事

及
び
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
防
犯
カ

メ
ラ
・
転
落
防
止
柵
等
の
学
校

施
設
の
整
備
を
行
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
学
校
施
設
の
耐

震
化
率
１
０
０
％
を
達
成
し
た
。

　
加
東
市
教
育
振
興
基
本
計
画

を
策
定
し
、
基
本
目
標
「
学
び

か
ら
新
し
い
自
分
づ
く
り
と
地

域
づ
く
り
を
め
ざ
す
加
東
市

に
！
」
の
実
現
を
め
ざ
す
。

・
学
校
教
育
課

　
小
学
校
４
年
生
を
対
象
と
し

た
「
加
東
遺
産
」
め
ぐ
り
の
旅

で
は
、
事
前
に

１０
遺
産
を
す
べ

て
学
習
し
た
上
で
、
３
つ
以
内

の
遺
産
を
実
際
に
見
学
し
、
加

東
遺
産
の
す
ば
ら
し
さ
の
再
発

見
に
努
め
た
。

　
不
登
校
対
策
委
員
会
を
開
催

し
、
教
職
員
の
研
修
に
よ
り
不

登
校
対
策
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
小
中
学
校

の
情
報
交
換
と
取
組
の
一
体
化

を
進
め
、
不
登
校
の
未
然
防
止

に
努
め
た
。

　
平
成

１９
年
度
を
ピ
ー
ク
に
、

小
・
中
学
生
と
も
に
不
登
校
生

が
減
少
し
て
い
る
。

【
問
】中
学
校
の
不
登
校
は
減
少

に
転
じ
て
い
る
が
、
現
時
点
の

不
登
校
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

【
答
】ま
だ
年
度
当
初
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
不
登
校
対
象
の

３０
日
以
上
の
生
徒
は
い
な
い
。

・
人
権
教
育
課

　
人
権
啓
発
ビ
デ
オ
を
市
独
自

で
製
作
し
、
人
権
意
識
の
高
揚

を
は
か
り
、
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
。

・
生
涯
学
習
課

　
生
涯
学
習
や
市
民
ス
ポ
ー
ツ

等
を
通
じ
て
学
習
や
体
験
を
す

る
機
会
を
提
供
し
、
多
種
多
様

な
生
き
が
い
を
育
み
、
市
民
が

有
意
義
で
活
力
に
満
ち
た
人
生

が
送
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
。

　
ま
た
、
成
人
式
に
お
い
て
は
、

大
人
と
し
て
の
義
務
や
責
任
を

認
識
し
、
自
分
た
ち
で
創
る
成

人
式
を
定
着
さ
せ
た
。

・
中
央
図
書
館

　
市
民
の
「
読
み
た
い
」「
知

り
た
い
」｢

楽
し
み
た
い｣

と
い

っ
た
生
活
要
求
に
対
し
、
資
料

提
供
等
で
応
え
、
知
る
権
利
を

保
障
す
る
こ
と
を
基
幹
業
務
と

し
て
位
置
づ
け
た
。

◆
公
金
管
理
に
つ
い
て
会
計
課

か
ら
説
明
を
受
け
た
。

　
公
金
運
用
の
透
明
性
を
高
め

る
た
め
、
加
東
市
公
金
の
管
理

及
び
運
用
に
関
す
る
基
準
の

１５

条
と

１７
条
に
議
会
へ
の
説
明
と

報
告
の
文
言
を
追
加
し
た
。

　
６
月

２１
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
電
算
シ
ス
テ
ム
更
新
業
務

委
託
に
つ
い
て
総
務
部
よ
り
説

明
を
受
け
た
。

 

事
務
調
査
内
容

　
電
算
シ
ス
テ
ム
の
更
新
時
期

が
近
づ
い
て
き
た
た
め
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
て
業
者
を
決

定
し
た
。

 

審
査
結
果

　（
株
）さ
く
ら
ケ
ー
シ
ー
エ
ス

 

決
定
価
格

　
２
億
５
２
５
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　（
税
抜
き
）

（
初
期
導
入
費
、
サ
ー
バ
ー
等

中
枢
機
器
類
購
入
費
、
５
年
間

の
シ
ス
テ
ム
使
用
料
及
び
機
器

保
守
料
を
含
む
。）

※
参
考
＝
過
去
５
年
間
で
シ
ス

テ
ム
に
費
や
し
た
費
用
は
、
６

億
７
３
０
０
万
円
。

　
稼
動
日
は
、
来
年
の
４
月
２

日
の
予
定
。

６加東市 議会だより Ｎｏ.１８

総
務
文
教
常
任
委
員
会



1.生産数量目標について
　国から兵庫県に対する生産数量目標は、190,970ｔ（前年比 △
2,040ｔ）、面積換算値　37,890ｈａ（前年比 △410ｈａ）である。

　兵庫県から加東市に対しては、次のように生産数量目標等が
示された。
　（１）兵庫県から加東市への生産数量目標
　　　8,190,780玄米ｋｇ　　　  （前年比  △71,270ｋｇ）
　　　1,648.044ｈａ：面積換算値（前年比  △2,105.7ａ ）
　（２）生産数量目標に対する面積を算出するための基準単収
　　　497ｋｇ／10ａ　　　　  　（前年比　+2ｋｇ/10ａ）

2.農家への配分について

社
滝　　　野
東　　　条
加　東　市

地　　　域
4,562,261�
1,072,994�
2,555,525�
8,190,780

数　量（kg）
91,796.0�
21,589.4�
51,419.0�
164,804.4

面　積（ａ）

農業再生協議会

平成23年産米の生産調整について

総会会員

JAみのり

加 東 市

農業委員会

農 会 長 会

区 長 会 消 費 者 協 会 方針作成者連絡会

集落営農組織連絡会

認定農業者協議会

みのりJA女性会

兵庫県東播土地改良区

小野加東広域事務組合

農地利用集積円滑化団体

担い手部会

　
４
月

２７
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
所
管
事
務
調
査
と
し
て
、

上
下
水
道
及
び
稲
の
作
付
面
積

に
つ
い
て
、
当
局
か
ら
説
明
を

受
け
た
。

 

所
管
事
務
調
査

◆
稲
の
作
付
面
積
と
農
家
へ
の

配
分
に
つ
い
て

　
兵
庫
県
か
ら
加
東
市
へ
示
さ

れ
た
生
産
数
量
目
標
を
も
と
に
、

平
成

２２
年
産
配
分
の
面
積
割
合

で
３
地
域
に
面
積
按
分
し
、
そ

の
後
、
地
域
ご
と
に
集
落
配
分

す
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。

◆
加
東
市
に
お
け
る
農
業
再
生

協
議
会
設
置
に
つ
い
て

　
平
成

２３
年
度
か
ら
本
格
実
施

さ
れ
る
農
業
者
戸
別
所
得
補
償

制
度
に
対
応
す
る
た
め
、
現
在

活
動
し
て
い
る
「
水
田
農
業
推

進
協
議
会
」「
担
い
手
育
成
総

合
支
援
協
議
会
」
を
整
理
・
統

合
し
、「
農
業
再
生
協
議
会
」

を
設
置
す
る
。

　
６
月
６
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
に
反
対
す
る

陳
情
」
の
審
査
及
び
国
・
県
道

整
備
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
見

込
み
に
つ
い
て
、
当
局
か
ら
説

明
を
受
け
た
。

 

陳
情
審
査
　

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
に
対
す
る
陳

情
は
、
慎
重
審
査
を
要
す
る
た

め
継
続
審
査
に
決
定
す
る
。

７ 加東市 議会だより Ｎｏ.１８

産
業
建
設
常
任
委
員
会

事　　業　　一　　覧　　表

国道372号
野村河高バイパス

小野藍本線
天神バイパス

小野藍本線
松沢バイパス

小野藍本線

神戸加東線

国道372号

西脇口吉川神戸線

東古瀬穂積線

1�

2�

3�

4�

5

6�

7�

8

2,290m

1,018m

970m

640m

1,090m

1,100m

375m

270m

バイパス事業
車道W=6.5ｍ
歩道W=4.5ｍ
バイパス事業
車道W=6.0ｍ
歩道W=3.5～4.5ｍ
バイパス事業
車道W=6.0ｍ
歩道W=2.5ｍ
現道拡幅事業
車道W=6.0ｍ
歩道W=2.5ｍ
バイパス事業
車道W=6.0ｍ
歩道W=2.5ｍ
歩道設置事業
歩道W=3.5ｍ
歩道設置事業
歩道W=2.5ｍ
歩道設置事業
歩道W=2.5ｍ

跨線橋工事（JR委託）�
本工事　L=200ｍ

橋梁上部工　１基
本工事　L=200ｍ

用地買収

用地買収

橋梁上部工 2基（内、小野市域 1基）
本工事　L=200ｍ�
文化財調査（小野市域）

用地買収

用地買収�
本工事　L=260ｍ

道路詳細設計委託

河　高

天神～掎鹿谷
�～長貞

松　沢

厚　利

大　畑　
（～小野市池田町）

木梨～藤田

牧野～上三草

社

番号 路　線　名 事 業 箇 所 事業延長 事業概要 平成23年度事業内容 備　　　　考

JR協議中 少し遅れる
平成24年度 供用開始予定

平成22年度 着手
平成23年～平成24年度 完了見込み

平成25年度 完了を目指す

平成21年度 着手
平成30年度 完了見込み

平成28年度 完了見込み

平成23年度 新規事業

平成24年度 暫定供用開始予定
交差点部分を暫定とする

◆国・県道整備の進捗状況と今後の見込み



排水ポンプパッケージ積載車

　
４
月

２２
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
所
管
事
務
調
査
と
し
て
防

災
対
策
に
つ
い
て
当
局
よ
り
説

明
を
受
け
た
。

 

所
管
事
務
調
査

◆
加
東
市
の
防
災
対
策
に
つ
い

て
調
査

・
震
災
と
風
水
害
の
市
内
発
生

　
時
、
県
内
発
生
時
、
広
域
発

　
生
時
に
お
け
る
対
応

・
震
災
発
生
時
と
風
水
害
発
生

　
時
の
配
備
体
制
と
配
備
基
準

・
水
防
本
部
組
織
図
（
風
水
害

　
対
策
）
と
指
揮
系
統

・
備
蓄
物
資
の
状
況

・
応
急
対
策
業
務
協
定
等
の
団

　
体

　
５
月

１３
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
介
護
保
険
関
係
の
特
別
会

計
と
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

の
平
成

２２
年
度
決
算
見
込
み
を

調
査
し
た
。

　
さ
ら
に
、「
ラ
ポ
ー
ト
や
し

ろ
」
と
「
ケ
ア
ホ
ー
ム
か
と
う
」

の
施
設
視
察
を
行
っ
た
。

 

所
管
事
務
調
査

◆
平
成
２２
年
度
決
算
見
込
み

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計

・
歳
入
歳
出
＝
４
億
３
９
９
０

　
万
円
（
前
年
度
比

９６
・
６
％
）

介
護
保
険
保
険
事
業
特
別
会
計

・
歳
入
＝

２６
億
９
１
３
３
万
円

　（
前
年
度
比
１
０
４
・
６
％
）

・
歳
出
＝

２６
億
６
６
７
８
万
円

　（
前
年
度
比
１
０
５
・
７
％
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

・
歳
入
＝

３７
億
２
９
６
１
万
円

　（
前
年
度
比
１
０
２
・
１
％
）

・
歳
出
＝

３６
億
１
３
３
１
万
円

　（
前
年
度
比
１
０
１
・
５
％
）

※
歳
入
歳
出
差
額
の
１
億
１
６

３
０
万
円
は
、
１
／
２
以
上
を

基
金
へ
積
立
て
る
。
残
額
は
、

平
成

２３
年
度
へ
繰
り
越
す
。

◆
現
地
視
察
に
お
け
る
委
員
の

主
な
指
摘

ラ
ポ
ー
ト
や
し
ろ

・
ト
イ
レ
を
洋
式
に
変
更
し
、

　
手
す
り
等
の
設
置
を
検
討
す

　
る
こ
と
。

・
利
用
者
と
市
職
員
と
の
動
き

　
が
混
雑
し
な
い
よ
う
改
善
検

　
討
す
る
こ
と
。

ケ
ア
ホ
ー
ム
か
と
う

・
利
用
率
向
上
の
た
め
に
部
屋

　
の
改
修
等
を
検
討
す
る
こ
と
。

・
施
設
運
営
に
指
定
管
理
者
制

　
度
の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
６
月
９
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
本
議
会
初
日
に
審
査
を
付

託
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
税
条

例
改
正
案
の
審
査
を
行
っ
た
。

 

付
託
議
案
審
査

◆
加
東
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

◇
主
な
改
正
要
因
と
概
要

①
被
保
険
者
の
所
得
低
下
に
よ

　
り
所
得
割
額
を
前
年
度
と
同

　
税
率
と
し
た
場
合
、
約
１
０

　
０
０
万
円
の
減
収
と
な
る
た

　
め
。

②
平
成

２２
年
度
の
医
療
費
給
付

　
額
が
前
年
度
比
で
約
３
％
の

　
伸
び
と
な
っ
た
た
め
、
今
年

　
度
の
医
療
費
の
伸
び
を
３
％

　
と
見
込
む
た
め
。

③
固
定
資
産
税
を
も
と
に
賦
課

　
さ
れ
、
従
来
か
ら
重
複
課
税

　
の
感
が
あ
る
と
の
苦
情
が
あ

　
っ
た
資
産
割
を
廃
止
す
る
た

　
め
。

④
平
成

２２
年
度
の
収
納
率
の
見

　
込
み
が
約

９３
％
と
な
っ
た
こ

　
と
か
ら
、
今
年
度
も
収
納
率

　
を

９３
％
と
見
込
む
た
め
。

⑤
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
が
前

　
年
度
比
２
７
８
１
万
２
千
円

　
の
増
額
と
な
る
た
め
。

⑥
介
護
給
付
費
給
付
金
が
前
年

　
度
比
１
５
９
０
万
１
千
円
の

　
増
額
と
な
る
た
め
。

※
平
成

２３
年
度
の
税
額
に
つ
い

て
は
、
繰
越
金
や
財
政
調
整
基

金
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
金
等
約
１
億
円
を
充
当
し
、

税
の
増
額
を
抑
え
た
。

【
問
】国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
で
は
ど
の
よ
う
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
た
の
か
。

【
答
】資
産
割
廃
止
に
伴
う
所
得

割
の
負
担
増
に
対
す
る
懸
念
が

あ
っ
た
。
資
産
割
廃
止
分
全
て

を
応
能
割
で
対
処
す
る
こ
と
で

な
く
応
益
割
に
も
転
嫁
で
き
る

旨
を
説
明
し
た
。

【
問
】今
回
の
資
産
割
の
廃
止
に

伴
い
、
資
産
割
が
か
か
っ
て
い

な
い
世
帯
は
、
約
８
・
７
％
以

上
ア
ッ
プ
と
な
る
が
、
そ
の
方

々
の
意
見
は
反
映
さ
れ
て
い
る

の
か
。

【
答
】所
得
割
が
中
心
と
な
る
た

め
、
所
得
の
多
い
方
に
ご
負
担

を
願
う
こ
と
と
な
る
が
、
現
状

で
は
や
む
な
し
と
い
う
考
え
方

で
あ
る
。

【
問
】一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出

し
に
つ
い
て
は
、
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
。

【
答
】国
保
の
運
営
上
い
た
し
方

が
な
い
と
こ
ろ
だ
が
、
市
と
し

て
も
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
に
関
し
て
は
課
題
意
識
を
持

っ
て
い
る
。

 

賛
成
討
論

　
懸
案
で
あ
っ
た
資
産
割
の
廃

止
が
実
現
し
、
所
得
割
だ
け
の

方
に
関
し
て
は
負
担
感
が
増
す

わ
け
だ
が
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
額
も
一
定
の
配
慮
は

な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
近
隣

の
市
町
に
比
べ
て
、
医
療
給
付

費
が
少
な
い
の
に
、
国
・
県
等

か
ら
の
歳
入
面
で
大
き
く
違
い

が
あ
る
こ
と
は
課
題
だ
。
調
査
・

研
究
し
て
、
市
民
に
対
す
る
負

担
を
減
ら
し
て
い
く
よ
う
努
力

す
べ
き
と
指
摘
し
賛
成
と
す
る
。

採
決
結
果

全
会
一
致
で
可
決
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新庁舎建設予定地

　
６
月
９
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
所
管
事
務
調
査
と
本
会
議

初
日
に
付
託
さ
れ
た
請
願
の
審

査
を
行
っ
た
。

 

所
管
事
務
調
査

加
東
市
新
庁
舎
建
設
工
事
基
本
・

実
施
設
計
作
成
業
務
委
託
に
係

る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
つ
い
て

◆
実
施
日
程

・
４
月
６
日
　
実
施
公
告

・
４
月

１８
日
　
参
加
表
明
書
の
提

　
出
期
日
（
６
者
か
ら
提
出
）

・
４
月

１９
日
〜

２１
日
　
一
次
審
査

・
４
月

２５
日
　
一
次
選
定
通
過
者

　
の
決
定
及
び
結
果
通
知
（
通
過

　 

者
６
者
）

・
５
月

２３
日
　
企
画
提
案
書
の
提

　
出
期
日
（
６
者
か
ら
提
出
）

・
５
月

２４
日
〜

３０
日
　
二
次
審
査

・
５
月

３０
日
　
ヒ
ア
リ
ン
グ
審
査

　（
参
加
数
６
者
）

・
６
月
１
日
　
委
託
候
補
者
の
決

　
定
及
び
結
果
通
知

◆
委
託
候
補
者
に
対
す
る
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員
会
の
意
見

○
事
業
費
、
維
持
経
費
の
縮
減

を
目
指
す
提
案
と
な
っ
て
い
る
。

○
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
力
を

注
い
で
い
る
。

○
メ
モ
リ
ア
ル
ガ
ー
デ
ン
及
び

周
辺
施
設
と
の
一
体
的
な
整
備

計
画
の
提
案
と
な
っ
て
い
る
。

◆
決
定
業
者

　
　（
株
）
梓
設
計
大
阪
支
社

◆
決
定
価
格

　
　
５
４
５
０
万
円
（
税
抜
き
）

　

 

請
願
審
査

新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
住
民
説

明
会
開
催
に
関
す
る
請
願

【
趣
旨
】新
庁
舎
建
設
に
関
し
て
、

当
局
に
よ
る
住
民
説
明
会
を
開

催
す
る
よ
う
求
め
る
。

【
理
由
】庁
舎
の
建
設
場
所
や
建

設
費
用
の
変
更
を
住
民
に
説
明

す
る
べ
き
で
あ
り
、
住
民
が
納

得
し
て
で
き
た
新
庁
舎
で
あ
る

る
と
感
じ
る
庁
舎
に
な
っ
て
ほ

し
い
。
そ
の
た
め
に
、
新
庁
舎

に
関
し
て
、
住
民
へ
の
さ
ら
な

る
情
報
提
供
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
た
め
。

請
願
者
へ
の
主
な
質
疑
・
答
弁

【
問
・
委
員
】市
政
懇
談
会
後
に

状
況
が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
は

ご
承
知
だ
っ
た
か
。

【
答
・
請
願
者
】市
か
ら
の
説
明

は
一
切
な
く
状
況
も
変
わ
っ
て

い
な
い
と
認
識
し
て
い
た
。

【
問
・
委
員
】市
の
方
で
は
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
形
で

お
知
ら
せ
し
た
が
ご
存
知
で
あ

っ
た
の
か
。

【
答
・
請
願
者
】非
常
に
不
親
切

な
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募

集
の
仕
方
だ
と
強
く
思
っ
た
。

賛
成
討
論

　
市
と
し
て
は
、
今
後
い
ろ
い

ろ
な
形
で
必
要
に
応
じ
て
説
明

す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
請
願

に
対
し
て
真
摯
に
こ
た
え
て
い

く
、
こ
れ
が
議
会
の
努
め
で
あ

る
と
考
え
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

採
決
結
果

全
会
一
致
で
採
択

　
６
月

１７
日
及
び

２７
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
所
管
事
務
調
査

を
行
っ
た

◆
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
継
続
し
て
検
討
し
て
き
た
結

果
、
予
定
ど
お
り
「
報
酬
審
議

会
」
に
諮
問
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　◆
会
派
に
つ
い
て
、
地
方
議
会

研
究
会
の
資
料
を
配
布
し
検
討

・
会
派
の
性
格

・
会
派
の
長
所
・
短
所

・
会
派
の
法
令
規
定

・
一
人
会
派
を
認
め
ら
れ
る
か

・
所
属
政
党
の
異
な
る
議
員
で

　
会
派
を
結
成
で
き
る
の
か

・
議
会
で
会
派
が
基
礎
と
な
る

　
事
項

◆
９
月
定
例
会
日
程
（
予
定
）

　
９
月
２
日
〜

２２
日
の

２１
日
間

開
催
す
る
こ
と
に
決
定
す
る
。

　
ま
た
各
常
任
委
員
会
は
左
記

の
と
お
り
開
催
し
所
管
事
務
調

査
を
行
う
。

５
日
＝
総
務
文
教
常
任
委
員
会

６
日
＝
厚
生
常
任
委
員
会

７
日
＝
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◆
情
報
公
開
の
一
環
と
し
て

　
委
員
会
で
は
議
会
・
委
員
会

の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
の
ラ
イ
ブ
中
継

や
ネ
ッ
ト
中
継
に
つ
い
て
準
備

を
進
め
て
い
た
が
、
こ
の
度
、

委
員
会
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
実
施
要
領
」
を
定
め
ネ
ッ

ト
配
信
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ご
期
待
下
さ
い
。

◆
政
務
調
査
に
つ
い
て

　
議
会
で
は
、
当
面
す
る
課
題

や
今
後
の
市
政
運
営
・
施
策
等

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
先
進
地
の
事
例
な
ど
を

調
査
研
究
す
る
た
め
全
議
員
で

行
政
視
察
を
行
う
。

　
３
常
任
委
員
会
委
員
長
よ
り

提
案
さ
れ
た
意
見
を
協
議
し
視

察
先
・
視
察
テ
ー
マ
等
を
決
定

し
、
視
察
先
市
と
の
日
程
交
渉

を
行
っ
て
い
る
。

◆
サ
マ
ー
エ
コ
ス
タ
イ
ル
の
実

施
に
つ
い
て

実
施
期
間

　（
５
月
２３
日
〜
１０

�

月
３１
日
）

・
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
と
す
る
。

・
上
着
を
着
用
し
な
い
。

　（
但
し
、

１０
月
は
気
温
に
よ

　   

り
着
用
し
て
も
よ
い
）
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議
案
説
明
に
関
す
る
質
疑
応
答

【
問
】行
財
政
改
革
の
観
点
か
ら

公
務
員
の
給
与
カ
ッ
ト
が
強
い

ら
れ
て
い
る
中
、
特
別
職
の
月

額
報
酬
の
４
％
カ
ッ
ト
の
提
案

は
な
ぜ
否
決
さ
れ
た
の
か
。

【
答
】報
酬
削
減
額
と
し
て
は
、

年
間
約
１
１
０
万
円
で
あ
り
、

行
財
政
改
革
の
観
点
か
ら
す
れ

ば
、
そ
れ
以
上
の
項
目
が
あ
る

は
ず
で
、
ま
ず
は
、
当
面
の
課

題
等
を
解
決
し
た
後
に
必
要
に

応
じ
て
削
減
す
べ
き
で
あ
る
と

の
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
後
、
再
度
上
程
さ

れ
れ
ば
し
っ
か
り
議
論
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
問
】地
域
整
備
部
の
稲
の
転
作

率
に
つ
い
て
、
社
地
域
の
差
が

大
き
い
事
に
つ
い
て
詳
し
い
説

明
を
求
め
る
。

【
答
】社
地
域
の
転
作
率
は
、
平

均
３７
・
６
％
、
種
子
生
産
地
は

０
％
、
転
作
率
の
低
い
と
こ
ろ

は
３２
・
４
％
で
、
高
い
と
こ
ろ

は
４２
・
０
％
と
な
っ
て
い
た
が
、

高
い
と
こ
ろ
も
調
整
の
中
で

４１
・
０
％
に
抑
え
た
と
報
告
を

受
け
て
い
ま
す
。

意
見
交
換
に
よ
る
質
疑
応
答

【
問
】新
庁
舎
建
設
費
に
つ
い
て
、

市
政
懇
談
会
で
は
２４
億
円
と
説

明
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
３２

億
円
に
増
加
し
た
理
由
は
。

【
答
】当
初
に
先
進
地
の
事
例
を

参
考
に
概
算
を
算
出
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
耐
震
性
等
考
慮

し
た
結
果
、
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

た
だ
、

３２
億
円
に
決
定
し
た
も

の
で
な
く
、
今
後
の
実
施
設
計

の
中
で
、
詳
細
に
検
討
し
、
極

力
費
用
の
節
減
に
努
め
る
と
の

報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

【
問
】新
庁
舎
延
べ
床
面
積
が
９

０
０
０
㎡
に
な
っ
て
い
る
が
、

適
正
な
面
積
と
考
え
て
い
る
の

か
。

【
答
】理
事
者
か
ら
は
、
保
健
機

能
や
福
祉
機
能
を
含
め
、
概
算

時
点
は
最
大
で
９
０
０
０
㎡
に

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
実
施

設
計
の
中
で
面
積
の
絞
り
込
み

に
努
め
る
と
報
告
を
受
け
て
い

ま
す
。

【
問
】新
庁
舎
に
社
会
福
祉
協
議

会
の
事
務
所
が
入
る
こ
と
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
考
え
方
を

教
え
て
ほ
し
い
。

【
答
】基
本
計
画
の
中
に
お
い
て

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務

所
が
新
庁
舎
に
入
る
よ
う
な
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
】新
庁
舎
建
設
の
入
札
に
関

す
る
件
で
、
基
本
計
画
に
係
わ

っ
た
業
者
を
基
本
・
実
施
設
計

の
入
札
に
参
加
さ
せ
る
の
は
お

か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】予
算
特
別
委
員
会
で
も
指

摘
し
ま
し
た
。
理
事
者
か
ら
は
、

基
本
計
画
策
定
業
者
が
、
基
本

・
実
施
設
計
の
入
札
に
参
入
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
問
題
な
い

と
答
弁
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

【
問
】建
設
予
定
地
の
中
央
体
育

館
は
、
耐
震
構
造
で
は
な
い
の

か
。
ま
た
、
国
の
補
助
金
を
受

け
て
い
る
も
の
を
中
途
で
取
り

壊
す
と
返
金
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】対
象
の
施
設
は
、
耐
震
構

造
で
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
建

設
費
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
合

併
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
返

金
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
】あ
る
議
員
が
配
布
し
た
チ

ラ
シ
に
、
米
の
生
産
調
整
は
、

旧
三
町
間
で
不
公
平
感
が
あ
る

と
記
載
し
て
い
た
が
、
東
条
地

域
の
山
田
錦
特
Ａ
地
区
に
は
、

過
去
の
経
緯
が
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
の
か
。
水
田
協
議
会

に
お
い
て
東
条
地
域
の
作
付
け

面
積
を
１
％
下
げ
る
条
件
で
、

今
後
は
協
議
を
し
な
い
と
当
局

か
ら
は
説
明
が
あ
っ
た
が
、
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

【
答
】山
田
錦
の
生
産
調
整
は
平

成
１６
年
に
減
反
率
の
変
更
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
ま
す
。
東
条
地
域
の
う
る
ち

米
と
山
田
錦
に
つ
い
て
は
、
水

田
協
議
会
に
お
い
て
生
産
調
整

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
の
水
田
協
議
会
に
お
い

て
、「
１
％
下
げ
る
こ
と
に
よ

り
平
成

２３
年
度
は
見
直
さ
な
い

が
、
そ
の
後
に
つ
い
て
は
必
要

に
応
じ
て
水
田
協
議
会
を
経
て

議
論
を
し
て
い
き
た
い
。」
と

の
協
議
会
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
他
に
も
議
会
に
対
し
叱

咤
激
励
等
諸
々
の
ご
質
問
や
要

望
等
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後
と

も
、「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目

指
し
議
会
活
動
に
反
映
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

１０加東市 議会だより Ｎｏ.１８

　
加
東
市
議
会
基
本
条
例
制
定
後
初
め
て
の
議
会
報
告
会
を
、
５
月

１９
日
に
東
条
会
場
（
と
ど
ろ

き
荘
）、

２０
日
に
社
会
場
（
多
目
的
研
修
館
）、

２１
日
は
滝
野
会
場
（
滝
野
図
書
館
）
に
て
開
催
し
た
。

　
基
本
条
例
で
は
、
こ
の
報
告
会
を
「
議
会
自
ら
が
積
極
的
に
地
域
に
出
向
き
、
直
接
、
市
民
に

対
し
て
議
会
活
動
の
状
況
を
報
告
し
、
市
政
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
関

心
や
意
見
を
直
接
お
聞
き
す
る
貴
重
な
機
会
と
位
置
付
け
て
実
施
す
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。

　
今
回
、
各
会
場
で
頂
き
ま
し
た
、
ご
意
見
、
ご
質
問
に
つ
き
ま
し
て
主
な
内
容
を
左
記
に
掲
載

し
ま
し
た
。
な
お
、
理
事
者
へ
の
ご
質
問
や
ご
要
望
に
関
し
ま
し
て
は
、
理
事
者
の
答
弁
を
聞
い

た
上
で
、
議
長
名
に
て
個
別
に
お
返
事
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
当
日
の
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て
も
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



ア.20

イ.27

ウ.8

無回答.7

ア.11

イ.33

ウ.17

無回答.2

ア.10

イ.31

ウ.19

無回答.3

ア.2

イ.42

ウ.13

無回答.5

ア10

イ.31

ウ.17

無回答.4ア.1

イ.49

ウ.6

無回答.6

イ.35

ア.5

ウ.16

無回答.6

・賛否の分かれた議案については、表等でもう少し説明を加えて
　欲しい。
・�第一回ですので、だんだんと良くなっていくのではないかと思う。
　引き続いて報告会を続けてほしい。議会の積極姿勢に期待する。
・�この議会報告会を、定例議会後にその都度開催すべきだと考える。
・�議会への要望と行政への要望を区別すべき。
・�議会報告会の参加者をもっと増やすべき。
・�議決内容の報告であれば、「議会だより」の充実で十分ではないか。
・議会報告会の実施目的が不明確である。行政への要望等が混
　在しており今後、改善すべきと思う。

１１ 加東市 議会だより Ｎｏ.１８

■ 第一回  議会報告会アンケート■
Ⅰ.開催状況及び集計結果

Ⅱ.設問及び回答

１．報告会の内容について
② 質問に対する
　 答弁の内容

２．時間について
② 質疑の時間

③ 開催時間

４．評価について

３.資料の内容について

【自由記述欄の主なご意見】

ア.わかりやすい
イ.どちらともいえない
ウ.わかりにくい

ア.長い
イ.ちょぅどよい
ウ.短い

ア.早い
イ.ちょうどよい
ウ.遅い

ア.評価できる
イ.どちらともいえない
ウ.評価できない

ア.長い
イ.ちょうどよい
ウ.短い

ア.わかりやすい
イ.どちらともいえない
ウ.わかりにくい

ア.わかりやすい
イ.どちらともいえない
ウ.わかりにくい

開催日

５月１９日
５月２０日
５月２１日

計

場　　所

と ど ろ き 荘
社 多 目 的 研 修 館
滝 野 図 書 館

アンケート
回 収 総 数

３０通
１７通
１９通
６６通

出　席　者

２通

２通
４通

うち無回答

４０名（ 市 外４名 ）
２６名（ 市 外５名 ）
２１名
８７名（ 市 外９名 ）

H23.5.19～5.21

① 報告の内容

① 報告の時間



加東市行財政改革大綱

バ ス

買
物
等
へ

病
院
等
へ

市
役
所
等
へ

玄 関

バ ス

１２加東市 議会だより Ｎｏ.１８

二
階 

一
夫

問答

小
紫 

泰
良

ふ
れ
あ
い
バ
ス（
仮
称
）運
行
に
つ
い
て

加
東
市
第
2
次
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
を
受
け
て

　
　
加
東
市
の
災
害
対
策
の
対
応
に
つ
い
て

問答問答

問答

　
　
加
東
市
に
お
い
て
想
定
さ
れ
る
山
崎
断
層
地
震
の

規
模
、
震
度
、
被
害
、
住
民
の
避
難
、
災
害
用
備
蓄
に

つ
い
て
。

　
ま
た
、
加
古
川
水
系
で
想
定
さ
れ
る
最
大
降
雨
量
が

あ
っ
た
時
の
被
害
に
つ
い
て
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、

災
害
想
定
を
厳
し
く
し
、
対
応
を
再
検
討
す
る
の
か
。

　
　
山
崎
断
層
地
震
は
、
兵
庫
県
の
想
定
を
元
に
、
地

域
防
災
計
画
に
お
い
て
地
震
被
害
想
定
対
処
地
震
と
し

て
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
７
、
加
東
市
で
は
一
部
地
域

で
震
度
６
強
、
家
屋
の
全
半
壊
が
約
１
０
３
０
棟
を
想

定
し
て
い
る
。
兵
庫
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
だ
け
で

な
く
、
最
近
の
地
震
を
も
と
に
大
き
く
被
害
想
定
を
見

直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
加
東
市
も
県
の
想
定
を
も

と
に
見
直
し
を
進
め
て
い
く
。

　
加
古
川
水
系
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
水
防
警
戒
態
勢

の
配
備
基
準
を
、
西
脇
市
板
波
の
水
位
１
・
５
メ
ー
ト

ル
か
ら
１
メ
ー
ト
ル
の
早
い
段
階
に
す
る
。
水
防
第
１

号
配
備
を
同
じ
く
２
メ
ー
ト
ル
か
ら
１
・
５
メ
ー
ト
ル

に
し
て
、
す
で
に

４
月
か
ら
運
用
し

て
い
る
。
風
水
害

対
策
に
つ
い
て
は
、

気
象
情
報
等
を
総

合
的
に
判
断
し
て

早
期
に
災
害
対
策

本
部
を
設
置
す
る

な
ど
、
警
戒
態
勢

を
整
え
る
。

　
　
第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
で
『
第
1
次
行
財
政
改

革
に
お
い
て
、
職
員
数
適
正
化
や
基
金
増
額
な
ど
で
は

一
定
の
効
果
を
得
た
。
し
か
し
、
民
間
委
託
の
推
進
や

同
種
の
公
共
施
設
の
適
正
化
な
ど
の
課
題
も
数
多
く
あ

る
。』
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
行
財
政
改
革
実
施
項
目

の
具
体
的
な
取
り
組
み
方
法
を
問
う
。

　
　
公
共
施
設
の
適
正
化
に
お
い
て
は
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
白
書
を
基
に
取
り
組
む
。
市
税
や
使
用
料
等

の
滞
納
対
策
等
は
、
各
種
収
納
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に

沿
っ
て
厳
正
に
取
り
組
む
。

　
ま
た
、
今
年
度
終
了
後
に
、
現
状
と
の
差
異
を
中
間

報
告
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
実
施
内
容
を
ロ
ー
リ
ン
グ

し
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
提
案
に
つ
い
て

　
　
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
よ
り
、
若
手
職
員
の
意

見
が
反
映
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
や
職
員
の
士
気
高
揚

に
関
す
る
組
織
運
営
等
の
「
ま
ち
づ
く
り
提
案
」
に
つ

い
て
の
対
応
と
取
り
組
み
を
問
う
。

　
　
委
員
会
か
ら
の
「
ま

ち
づ
く
り
提
案
」
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
そ
の
対
策

や
具
体
的
取
り
組
み
事
項

に
つ
い
て
の
検
討
を
担
当

部
署
に
指
示
し
た
。

　
検
討
段
階
で
は
あ
る
が
、

世
代
交
代
を
進
め
、
職
員

の
士
気
が
高
揚
す
る
組
織

づ
く
り
に
役
立
て
た
い
。

　
　
公
共
交
通
空
白
地
及
び
移
動
制
約
者
等
へ
の
、
必

要
な
移
動
を
保
障
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
固
定
さ
れ
た
バ
ス
停
で
は
な
く
、
加
東
市
内
な
ら
自

由
に
起
終
点
が
選
べ
る
フ
リ
ー
乗
降
、
す
な
わ
ち
玄
関

か
ら
玄
関
へ
の
運
行
を
、
交
通
弱
者
の
た
め
に
前
向
き

に
新
し
い
交
通
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
大
き

な
課
題
で
あ
る
が
、
市
長
の
考
え
を
問
う
。

　
　
加
東
市
地
域
交
通
会
議
の
提
言
書
に
基
づ
い
て
取

り
組
み
を
し
て
い
る
。

　
昨
年
の
市
政
懇
談
会
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参
考

に
、
現
在
、
米
田
、
鴨
川
両
小
学
校
区
に
お
い
て
自
主

運
行
バ
ス
を
走
ら
せ
る
方
向
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。

　
玄
関
か
ら
玄
関
へ
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
費
用
等
諸

問
題
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

□
公
共
交
通
会
議
の
あ
り
方
に
つ
い
て

小
川 

忠
市

一 般 質 問



下水処理施設オアシス川北（吉井）

加東市民病院

消防操法大会

１３ 加東市 議会だより Ｎｏ.１８

問答

安
田 

　
朗

志
方
　 

勉

地
区
、地
域
防
災
の
要

　
　
　
消
防
団
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

加
東
市
民
病
院
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

下
水
道
に
お
け
る
未
水
洗
化
の
解
消
に
つ
い
て

問答問答

問答

　
　
加
東
市
の
下
水
道
の
水
洗
化
率
は
、
約
９０
％
で
あ
り
、

残
り
は
未
だ
汲
み
取
り
便
所
の
ま
ま
の
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
地
区
間
で
も
、
水
洗
化
率
が
１
０
０
％
の
地
区

が
あ
る
反
面
、
約
６０
％
と
低
い
地
区
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　
下
水
道
法
で
は
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
は
、

建
物
が
近
く
除
去
さ
れ
る
場
合
等
を
除
き
、
３
年
以
内

に
水
洗
便
所
に
改
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
未
水
洗
化
の
解
消
に
向
け
た

市
の
取
り
組
み
を
問
う
。

　
　
平
成

２１
年
度
に
、
水
洗
化
推
進
業
務
を
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
、
２
９
７
４
件
の
未
水
洗
化

住
宅
の
戸
別
訪
問
を
実
施
し
、
一
応
の
成
果
が
あ
っ
た
。

　
今
後
も
、
引
き
続
き
水
洗
化
の
推
進
を
図
る
た
め
、

職
員
に
よ
る
戸
別
訪
問
を
実
施
し
、
公
共
用
水
質
の
保

全
、
周
辺
環
境
の
改
善
に
対
す
る
理
解
を
求
め
て
い
き

た
い
。

　
ま
た
、
一
定
期
間

を
お
い
た
時
点
で
は
、

再
度
、
委
託
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　
近
隣
地
域
で
は
、
市
民
生
活
に
お
い
て
必
要
不
可

欠
な
医
療
機
関
・
医
療
設
備
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
が
、

加
東
市
民
病
院
は
赤
字
経
営
で
建
て
替
え
も
ま
ま
な
ら

な
い
状
況
で
、
現
状
維
持
の
ま
ま
な
の
か
、
市
の
方
向

性
と
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
問
う
。

　
　
現
状
の
施
設
を
利
用
す
る
中
に
「
急
性
期
医
療
」

と
い
う
も
の
を
第
一
に
考
え
て
い
く
の
が
財
政
的
な
収

支
の
確
保
に
結
び
つ
い
て
い
く
と
考
え
る
。
県
が
進
め

る
北
播
磨
の
「
地
域
医
療
再
生
計
画
」
に
お
い
て
、
ひ

と
つ
の
病
院
で
完
結
し
て
い
た
医
療
か
ら
医
療
圏
全
体

で
医
療
提
供
す
る
地
域
完
結
型
医
療
の
中
に
お
け
る
加

東
市
民
病
院
の
ビ
ジ
ョ
ン
計
画
を
作
成
す
る
必
要
が
あ

る
と
と
ら
え
て
い
る
。

兵
庫
教
育
大
学
等
と
の
連
携
に
つ
い
て

　
　
近
隣
市
町
に
な
い
兵
庫
教
育
大
学
や
播
磨
看
護
学

校
の
教
育
機
関
が
隣
接
し
て
い
る
が
、
今
後
、
医
療
関

係
育
成
機
関
と
し
て
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
の
市
民
病

院
と
の
共
生
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
兵
教
大
と
の
連
携

が
可
能
で
あ
れ
ば
、
今

後
そ
う
い
う
分
野
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
る

こ
と
も
加
東
市
民
病
院

に
と
っ
て
は
良
い
方
向

性
と
受
け
止
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

□
新
庁
舎
建
設
に
つ
い

　
て

　
　
３
月
１１
日
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
を
期
に
、

日
本
全
体
で
防
災
へ
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
消

防
団
の
活
躍
、
活
動
が
一
段
と
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
市
内
で
は
、
団
長
以
下
、
７５
分
団
、
１
２
０
０
名
余

り
の
団
員
で
地
区
、
地
域
の
防
災
に
当
た
っ
て
頂
い
て

い
る
。
し
か
し
、
最
近
の
少
子
化
や
若
者
の
流
出
な
ど
、

ま
た
、
消
防
団
活
動
そ
の
も
の
が
理
解
さ
れ
な
い
た
め
、

多
く
の
分
団
で
新
入
団
員
の
加
入
、
定
員
の
確
保
に
苦

慮
し
て
い
る
。

　
入
団
に
適
齢
な
若
者
が
大
変
少
な
い
現
状
で
は
、
組

織
の
再
編
、
活
動
の
あ
り
方
を
見
直
す
時
期
に
き
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
消
防
団
は
地
域
の
実
状
に
即
し
た
活
動
の
で
き
る

大
変
重
要
な
組
織
と
考
え
て
い
る
。

　
消
防
団
活
動
へ
の
理
解
を
得
る
た
め
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
な
ど
で
消
防
団
の
魅
力
を
紹
介
し
、
成
人
式
や
若

者
が
集
う
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
加
入
促
進
を
行
っ
て
い
く
。

　
小
規
模
分
団
に

あ
っ
て
は
今
後
の

活
動
が
困
難
に
な

っ
て
き
た
時
、
組

織
の
統
合
、
再
編

が
必
要
か
地
区
及

び
分
団
と
協
議
す

る
。

岸
本
眞
知
子



通学路（赤岸交差点）

庁舎の間引き点灯

１４加東市 議会だより Ｎｏ.１８

石
井 

雅
彦

問答

磯
貝 

邦
夫

節
電
対
策
に
つ
い
て

社
市
街
地
に
お
け
る
道
路
整
備
に
つ
い
て

公
共
交
通
に
お
け
る（
交
通
権
）す
な
わ
ち
誰
で
も

移
動
で
き
る
権
利
か
ら
み
て
の
平
木
地
区
で
の

三
田
方
面
へ
の
バ
ス
の
減
便
に
つ
い
て

問答

問答

　
　
平
木
地
区
の
三
田
方
面
の
バ
ス
減
便
に
つ
い
て
と

オ
ン
デ
マ
ン
ド
新
交
通
シ
ス
テ
ム
（
い
つ
で
も
誰
で
も

目
的
の
場
所
に
い
け
る
）
の
導
入
に
つ
い
て
。

　
　
平
成

２３
年

１０
月
ま
で
に
は
再
開
し
た
い
と
神
姫
グ

リ
ー
ン
バ
ス
か
ら
回
答
を
得
て
い
る
。

　
ま
た
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

□
米
の
生
産
調
整
に
つ
い
て

□
障
害
者
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

　
　
社
環
状
線
は
、
小
学
校
を
は
じ
め
中
学
校
・
高
等

学
校
の
通
学
路
で
あ
り
住
民
に
と
っ
て
も
大
切
な
道
路

で
歩
行
者
が
多
い
道
路
で
あ
る
が
、
歩
道
が
狭
く
、
傷

み
が
ひ
ど
い
た
め
危
険
で
あ
る
。

　
子
ど
も
達
や
高
齢
者
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う

歩
道
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
赤
岸
交
差
点
と
道
池
交
差
点
の
拡
張
工
事
が

緊
急
の
課
題
で
あ
る
と
思
う
が
、
当
局
は
ど
の
様
に
考

え
て
い
る
か
。

　
　
社
環
状
線
の
松
尾
交
差
点
か
ら
道
池
交
差
点
に
至

る
部
分
は
、
国
道
で
県
の
管
理
と
な
っ
て
い
る
。

　
道
池
交
差
点
か
ら
赤
岸
交
差
点
ま
で
は
市
道
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
間
の
歩
道
で
危
険
な
箇
所
が
あ
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
赤
岸
交
差
点
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
平

成
２１
年
９
月
に
県
土
木
、
市
、
警
察
署
、
地
元
区
長
と

現
状
確
認
を
し
て
い
る
。

　
交
差
点
整
備
に
は
多
額
の
費
用
を
要
す
る
が
、
引
き

続
き
県
土
木
と
交
渉
し
て
い
く
。

　
国
道
３
７
２
号
線
は
、

平
成

２４
年
度
末
ま
で
の

全
面
開
通
に
併
せ
、
環

状
線
は
、
県
管
理
か
ら

払
い
下
げ
ら
れ
市
道
と

し
て
市
の
管
理
に
な
る

予
定
で
あ
る
。
市
道
移

管
に
併
せ
て
県
に
改
修
・

補
修
を
要
望
し
、
現
在

そ
の
調
整
中
で
あ
る
。

　
　
今
年
の
夏
は
、
原
発
事
故
の
影
響
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

不
足
が
懸
念
さ
れ
、
県
で
は
夏
の
ピ
ー
ク
時
に
１５
％
の

節
電
を
め
ざ
し
て
い
る
が
、
加
東
市
は
ど
う
い
う
具
体

的
な
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
市
で
は
、
毎
週
水
曜
日
を｢

ノ
ー
残
業
デ
ー｣

と

し
て
定
時
で
の
退
庁
を
勧
め
て
い
る
が
、
更
な
る
徹
底

を
は
か
る
と
と
も
に
、
例
年
の
ク
ー
ル
ビ
ズ
対
応
期
間

を
本
年
は
５
月

２０
日
か
ら

１０
月
末
日
ま
で
延
長
し
て
取

り
組
み
を
進
め
る
。

　
ま
た
、
以
前
か
ら
電
気
使
用
量
の
削
減
を
目
標
に
、

ト
イ
レ
や
廊
下
の
間
引
き
点
灯
、
執
務
室
の
昼
休
み
時

間
帯
の
消
灯
を
行
っ
て
き
た
。

　
さ
ら
に
、
各
庁
舎
で
点
検
し
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

夜
間
の
室
内
灯
の
削
減
、
街
灯
の
点
灯
時
間
の
短
縮
、

執
務
室
の
始
業
時
刻
か
ら
の
点
灯
、
終
業
後
の
す
み
や

か
な
消
灯
、
冷
暖
房
設
定
温
度
で
の
運
転
の
徹
底
、
パ

ソ
コ
ン
の
待
機
電
力
の
削
減
、
自
動
販
売
機
の
照
明
の

消
灯
、
グ
リ
ー
ン
カ

ー
テ
ン
の
実
施
な
ど
、

で
き
る
こ
と
か
ら
取

り
組
み
を
広
め
て
い

き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

□
太
陽
光
発
電
の
更

　
な
る
取
り
組
み
に

　
つ
い
て

藤
田 

靖
夫



嬉野東自治会の貯水タンク

消防出初め式

１５ 加東市 議会だより Ｎｏ.１８

問答

長
谷
川
幹
雄

防
災
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

水
道
未
普
及
地
域
解
消
に
つ
い
て

問答問答

　
　
水
道
の
安
定
供
給
と
公
営
化
に
向
け
て
、
市
の
取

り
組
み
の
現
在
の
状
況
を
再
度
問
う
。

　
　
旧
三
町
の
給
水
区
域
を
加
算
し
て
、
給
水
区
域
を

拡
張
し
水
道
事
業
を
統
合
す
る
た
め
に
平
成

１９
年
度
に

認
可
変
更
の
申
請
を
し
た
。

　
今
回
の
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
合
併
に
よ
る

旧
三
町
の
水
道
事
業
を
一
本
化
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ

り
、
個
別
地
区
に
は
触
れ
て
は
い
な
い
。
よ
っ
て
申
請

前
に
給
水
区
域
の
拡
大
に
つ
い
て
嬉
野
東
自
治
会
と
話

し
合
い
を
持
っ
た
こ
と
は
な
い
。

　
新
た
な
開
発
へ
の
給
水
施
設
は
、
３
月
議
会
で
の
答

弁
の
と
お
り
、
加
東
市
水
道
条
例
に
基
づ
き
開
発
者
が

負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
に
水

の
確
保
に
非
常
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
状
況
は
十
分
承
知

し
て
い
る
。
国
・
県
で
は
、
現
在
の
補
助
事
業
に
は
色
々

な
制
約
が
あ
り
、
現
在
の
補
助
制
度
の
中
で
は
、
嬉
野

東
自
治
会
が
補
助
対
象
に
な
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
い

状
況
に
あ
る
。

　
旧
社
町
内
の
事
例
に
関

し
て
は
、
施
設
整
備
の
研

究
等
も
さ
ら
に
進
め
て
い

き
、
別
の
手
法
が
無
い
か
、

国
・
県
ま
た
、
地
元
自
治

会
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
協

議
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

□
地
籍
調
査
の
迅
速
な
実

　
施
つ
い
て

　
　
消
防
団
の
出
動
手
当
の
単
価
に
つ
い
て
、
加
東
市

に
お
け
る
支
給
額
と
国
か
ら
財
政
措
置
さ
れ
て
い
る
額

は
い
く
ら
か
。

　
　
加
東
市
に
お
け
る
出
動
手
当
は
、
出
動
一
回
当
た

り
一
人
１
０
０
円
、
ポ
ン
プ
持
参
分
団
１
団
当
た
り
５

０
０
円
、
放
水
分
団
１
団
あ
た
り
２
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
国
の
出
動
手
当
に
対
す
る
財
政
措
置
額
の
単
価
は
承

知
し
て
い
な
い
。

　
　
消
防
庁
か
ら
は
、
出
動
一
人
一
回
７
千
円
の
単
価

で
措
置
し
て
い
る
こ
と
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

１
０
０
円
と
７
千
円
、
消
防
団
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
は
い
え
、「
ご
苦
労
様
で
し

た
」
で
済
む
話
で
は
な
い
と
思
う
。

　
仕
事
を
休
ん
で
活
動
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
る
の

だ
か
ら
、
団
員
確
保
等
の
観
点
か
ら
も
処
遇
の
改
善
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
北
播
磨
地
区
を
見
て
も
、
加
東
市
が
突
出
し
て
低

い
額
で
あ
る
訳
で
は
な
く
、
加
東
市
で
は
近
隣
に
は
な

い
分
団
単
位
で
の
手
当

も
交
付
し
て
い
る
。
大

き
な
組
織
に
対
す
る
課

題
で
も
あ
り
、
処
遇
改

善
に
つ
い
て
は
総
合
的

に
考
え
て
行
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

□
水
道
未
普
及
地
に
対

　
す
る
対
応
に
つ
い
て

藤
尾 

　
潔

議
会
日
誌

議
会
日
誌

議
会
日
誌
《
主
な
も
の
》

議
会
広
報
特
別
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
先
進
地
視
察

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

近
畿
市
議
会

　
　
　
　
議
長
会
定
期
総
会

東
播
・
淡
路
市
議
会

　
　
　
　
　
議
長
会
定
例
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

全
員
協
議
会

厚
生
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

議
会
報
告
会

議
会
運
営
委
員
会

兵
庫
県
市
議
会
議
長
会
総
会

第
３６
回
定
例
会
（
１
日
目
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

庁
舎
整
備
等
検
討

　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

第
３６
回
定
例
会
（
２
日
目
）

全
国
市
議
会

　
　
　
議
長
会
定
期
総
会

議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

第
３６
回
定
例
会
（
３
日
目
）

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

北
は
り
ま
消
防
組
合
議
会

４
月

５
日

６
日

７
日

１１
日

１２
日

１２
日

１３
日

１９
日

１９
日

２２
日

２２
日

２７
日

５
月

１３
日

１９
日

２１
日

２３
日

２５
日

６
月

２
日

３
日

６
日

６
日

９
日

９
日

１３
日

１５
日

１７
日

２１
日

２４
日

２７
日

２７
日

２７
日

３０
日

３０
日

～



観
衆
の
い
な
い
議
会

　「
見
る
目
を
持
っ
た
観
衆
が
い

な
い
と
、
い
い
役
者
が
育
た
な
い
」

と
は
舞
台
芸
術
に
つ
い
て
よ
く
指

摘
さ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
同
じ
こ

と
が
議
会
で
も
当
て
は
ま
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
議
場
と
い
う
劇
場
で
、
議
員
と

い
う
役
者
が
政
策
の
可
否
に
つ
い

て
、
討
論
を
展
開
し
て
見
せ
、
争

点
や
論
点
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

結
果
と
し
て
決
ま
る
べ
き
様
に
決

ま
っ
た
。
と
い
う
世
論
の
納
得
を

得
る
こ
と
が
、
議
会
の
本
質
的
な

機
能
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
舞
台
人
も
議
会
人
も
観
衆
と
の

生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中

で
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
。

　
全
国
の
自
治
体
議
会
に
は
、
果

た
し
て
見
る
目
を
持
っ
た
観
衆
が

い
る
だ
ろ
う
か
。
地
方
議
会
で
は

し
ば
し
ば
夜
間
議
会
や
休
日
議
会

の
開
催
を
試
み
る
議
会
も
あ
る
が
、

せ
っ
か
く
傍
聴
し
や
す
い
よ
う
に

環
境
を
整
え
て
も
、
さ
っ
ぱ
り
傍

聴
者
が
増
え
な
い
と
い
う
こ
と
を

聞
く
。
い
い
観
衆
が
い
な
い
か
ら
、

い
い
議
会
が
育
た
な
い
の
か
、
議

会
が
面
白
く
な
い
か
ら
観
衆
が
集

ま
ら
な
い
の
か
。
悪
循
環
に
陥
っ

て
い
る
の
が
現
実
な
の
か
と
思
っ

て
し
ま
う
。

　
厳
し
い
目
で
見
な
が
ら
も
、
優

れ
た
部
分
を
見
出
し
、
そ
れ
を
評

価
し
て
も
ら
え
る
批
評
者
の
存
在

が
、
議
員
や
議
会
の
能
力
の
向
上

に
は
欠
か
せ
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　「
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん

に
批
評
者
と
し
て
参
加
し
て
頂
け

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｙ
・
Ｆ
）

詳しいことは議会事務局までお問い合わせください。
ホームページ

議会の傍聴に
お越しください。

９月定例会の予定　９月 ２日（金）９時３０分　議案審議　
　　　　　　　　　９月１５日（木）９時３０分　一般質問
　　　　　　　　　９月２２日（木）９時３０分　議案審議

h t t p : / /www . c i t y . k a t o . l g . j p 電子メール gik a i@c i t y . k a t o . l g . j p
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加東市役所社庁舎３階に議場があります。

　
加
東
市
内
の
各
学
校
の

取
り
組
み
や
特
色
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
加

東
市
立
福
田
小
学
校
で
す
。

　
本
校
は
、
明
治
９
年
開

校
以
来
、
本
年
で
１
３
５�

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
当
時
は
、
児
童
数
４
３

０
名
で
、
兵
庫
県
下
第
９�

番
目
の
大
規
模
校
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
現
在
は
、

１
２
９
名
と
減
少
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、「
生
き
ゆ
く

め
あ
て
　
た
か
く
も
ち
」
と
、

校
歌
に
も
謳
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
常
に
時
代
の
要

請
に
応
え
、
有
為
な
人
材

を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

児
童
は
、
素
直
で
明
る
く
、

地
域
の
方
々
に
見
守
ら
れ

な
が
ら
の
び
の
び
と
学
校

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

朝
は
ス
キ
ル
タ
イ
ム
で
漢

字
や
視
写
を
や
り
、
学
習

の
基
礎
づ
く
り
を
、
福
田

カ
ッ
プ
で
体
力
づ
く
り
や

仲
間
づ
く
り
を
、
読
書
タ

イ
ム
で
豊
か
な
情
操
づ
く

り
を
目
標
に
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
校
庭
は
、
大
き

な
樹
木
や
き
れ
い
な
花
で

彩
ら
れ
、
学
校
の
南
に
は
、

平
池
公
園
が
あ
り
、
子
ど

も
達
の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
る
と
同
時
に
、
大
切

な
環
境
学
習
の
場
と
も
な

っ
て
い
ま
す
。

　「
し
な
や
か
に
　
た
く

ま
し
く
　
自
ら
を
切
り
拓

く
　
福
田
っ
子
」
を
学
校

目
標
に
掲
げ
、
今
後
も
、

伝
統
と
誇
り
を
大
切
に
し
、

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
福
田
っ
子
の
育

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

6月30日現在の生徒数平成23年7月1日現在の児童数

1学年

男　子 女　子 合　計

14人 5人 19人

11人 6人 17人

14人 9人 23人

77人 52人 129人

2学年

3学年

10人 8人 18人4学年

17人 8人 25人5学年

11人 16人 27人6学年

合　計
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